
旭ヶ丘キリストの教会
主 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ ０ 年 ６ 月 ７ 日
司 会： 千 田俊 昭
奏 楽 ： 千 田 祥 子

黙 祷 一 同

讃 美※ 聖 歌 4 9 7 「 輝 く 日 を 仰 ぐ と き 」 一 同

主の祈り※ （ 聖 歌表 扉 また は 讃 美歌 564番 をご 覧 くだ さ い）

讃 美 聖 歌 6 5 3 「 イ ェ ス は わ が 命 」 一 同

教会学校 紙 芝 居 「 神 様 の 愛 す る 子 」

讃 美 聖 歌 1 5 0 「 わ が 目 を 開 き て 」 一 同

聖書朗読 ヨハネ17:6-19

奨 励 ヨハネ伝の福音(第60回) 牧 師

主 題 「あなたは私の喜び」

讃 美 聖 歌 475「 わ が 生 涯 は 改 ま り ぬ 」 一 同

献 金 献金と感謝の祈り

聖 餐

頌 栄※ 聖 歌 3 7 6 「 父 、 御 子 、 御 霊 の 」 一 同

祝 祷※ 牧 師

来週の箇所 エ レ ミ ヤ 書 第 42 章
※ 印 のと こ ろで は 御起 立 下 さい 。

☆ はじめて集 会においでの皆様 。心から喜び、感謝 してお迎え申しあ げます。
しかし、初めての 方に無理な勧誘を するようなことは、 一切いたしませ ん。
むしろ、そ っとしておきたい と思うわけです。そ の態度を冷淡や不 親切と
誤解なさら ないで下さい。

☆ 私たちは何 派にも属さないク リスチャン個人の自 由な交わりの教会 です。
聖書を学び 、キリストに信頼 し、キリストが与え てくださる神の義 を何より
大事にし、 信じる者同志が兄 弟姉妹として受け入 れ合う群れです。

☆ 献金は神へ の感謝として、各 自が自由意志で行う ものです（２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入り口に献 金箱がありますの で、どうぞご利用下 さい。

☆ キリスト教 について、あるい はどんな質問でも、 いつでも遠慮なく 牧師に
ご相談下さ い。

☆ 第二礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご自由にお 召し上がり下さい 。

☆ 二階に教会 図書がありますの で、どうぞご利用下 さい。

旭ヶ丘キリストの教会 ニュース

《今週の歩み》
６ /７ (日 )聖日 礼拝

/８ (月 )
/９ (火 )8:3 0OB Sﾁｬ ﾍﾟﾙ
/ 10(水 )
/11(木 )10:00祈 り 会
/12(金 )
/13(土 )13-16子供ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ

《 祈 りの課題》
①コロナ禍の収束のために
②礼拝に来れなかった人々のために
③主が教会学校の子供たちもお送り下さいますように

良書ハイライト 「 神 の見積も ら れ る私達の価値 」
（ James Malory 「 歪 め ら れた人生か ら の解放 」 柿谷訳 ) p . 1 45

① 新 約 聖 書 で イ エ ス ・ キ リ ス ト は 、 弟 子 達 に 、 彼 ら が 神 に と っ て 価 値 が あ り 重 要 な

存 在 で あ る こ と を 、 強 く 教 え ら れ ま し た 。 主 は 言 わ れ ま し た 、 「 雀 五 羽 は い っ た い

い く ら か 。 た っ た の 百 円 だ ろ う が 。 こ ん な 雀 一 羽 で さ え 、 神 様 は お 見 捨 て に な

ら な い のだ よ 。 そ れ ど こ ろ か 、 あ な た 方 の髪 の 毛の 本 数 さ え ご 存知 な のだ 。 恐

れ る こ と は な い 。 あ な た 方 は 、 た く さ ん の 雀 よ り 、 は る か に 価 値 が あ る の だ か

ら 」 ( ﾙ ｶ 1 2 : 6 ) 。 あ ま り に も 多 く の 人 々 が神 に対 し て 耳 を ふ さ い で 、 彼 ら に 語 っ て お ら

れ る 神 の 言 葉 を 聞 い て い ま せ ん 。 神 は 言 わ れ ま す 、 「 あ な た 方 は 私 に と っ て は る

かに価値が あ るの だ よ 」 と 。

② 私 た ち が 自 分 の 価 値 観 を 持 つ こ と が ど ん な に 重 要 で あ る か 、 エ ペ ソ 人 に あ て

た パ ウ ロ の 手 紙 に 強 調 さ れ て い ま す 。 パ ウ ロ は キ リ ス ト を 知 っ た 人 々 が 、 神 の 目 に

価値ある者であることを理解するようになることを 、熱心に祈っていると言っています 。

パ ウ ロ は 「 キ リ ス ト の も の と し て 私 た ち が 神 様 に 捧 げ ら れ た 結 果 、 神 様 が 一 層

豊かにな っ た こ と も 知 っ てほ し い のです 」 ( ｴﾍﾟ ｿ 1 : 1 8 , ﾘﾋﾞ ﾝｸﾞ訳 )と 書 い て い ま す 。

③ 非 常 に 多 く の 人 々 は 、 私 た ち が 神 に 捧 げ ら れ た こ と に よ っ て 、 神 が 豊 か に な っ

た とい う考えを受け入れるこ とができません 。彼 らは自分が無価値で 、役に立たず 、

自分にも他人にも 、 ましてや全能の神にも 、価値のない存在であると感じていま す 。

④ ま た 、 あ る 人 は私 た ち が神 に と っ て 大 き な価値 が あ る と い う 考 え は 、 あ る べ き ク

リ ス チ ャ ン の 謙 遜 に 反 す る こ と で あ り 、 神 に 栄 光 を 帰 す唯 一 の 方法 が人間 を侮 辱

す る こ と で あ る と 抗 議 し ま す 。 し か し 、 な ぜ 私 た ち は 神 に 栄 光 を 帰 す 唯 一 の 方 法

が人間 を卑 し め る こ と だ と 思 わ な ければ な ら な い の で し ょ う か 。 も し 私 た ち が自 分

を 卑 し め れ ば 、 神 が 崇 め ら れ る と い う の で す か 。 こ れ は 人 の 謙 遜 と 神 の 栄 光 に つ

いて 、 神 経症的考え を し て い る こ と です 。

⑤ 私た ちは普通 、 知識 を持 っ た 人がつ け る値段に よ っ て 、 物 の価値 を判断 し ま す 。

そ の 基 準 で い け ば 、 人 間 は 宇 宙 の 中 で 最 も 価 値 あ る 存 在 で す 。 な ぜ な ら 、 神 は

人 の た め に 十 字 架で 無 限 の苦 し み を し て も よ い と さ れ る よ う な 値 を 人 間 に つ け ら

れた か らで す 。


